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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 本博士論文は、中国語の３つの構文について、その統語的特徴と意味解釈の特徴を分析し、生成

文法（統語意味論）の観点から説明するものである。 

 生成文法では、構造が構築されることによって、音（語順）とそれに対応する意味解釈の基盤が

決定されると考えられている。これは、文法の知識というものは、基本的に、語彙の知識とその組

み合わせ方の知識から成っているという考え方であり、統語意味論もこの点で生成文法の１つであ

るが、統語意味論では、とりわけ語彙特性・統語操作・意味解釈の関係を明示的にすることを重

要視している。統語意味論はまだ誕生して間もない方法論のため、分析の基本的方針と日本語の

基本的な構文の分析しか定まっていないが、本博士論文は、その枠組みを大きく拡張し、初めて

本格的に中国語に適用した。 

 本博士論文で注目された構文は、いずれも、2 つの節を何の接続詞も用いずに並置した構文（以

下、並置文）である。並置文は、表面的には、独立した文が２つ連続しているだけの場合と区別

がつかないが、本論文で記述されているように、詳しく観察すると、先行節と後続節の間にさま

ざまな制限がある。本博士論文では、このような制限を統一的に説明するために、統語的には、

2 つの節を構造的につなぐ（音のない）機能範疇があると主張する。 

 音を持たない機能範疇を想定することは生成文法では比較的よく行われる方策であるが、本博

士論文では、その機能範疇がどのような働きを持っているか具体的に仮説を提示し、どのように

文全体の意味解釈が派生するかを明らかにしている点が特徴的である。従来の生成文法の研究で

は、ともすれば、特定の解釈だけが取り上げられてきたが、あらためて、きめ細かく観察してい

くと、同じ構文と言われているものでも、意味解釈には何種類もの可能性があることがよくある。

それぞれの解釈ごとに機能範疇を対応させるとすると、1 つの構文に何種類もの機能範疇を関わ

らせることにもなりかねない。本博士論文では、そのため、文の意味というものを、(i) 構造構築

によって決定される部分と、(ii) それに基づいて推論によって補完する部分とに分けてとらえる

というアプローチを意識的に採用し、推論によって補完可能な部分を最大限に利用することによ

って、仮定しなければならない機能範疇の種類を最小限に押さえることに成功した。ここで用い

られているアプローチは、他の構文や他の言語にも広く応用可能なものであり、本博士論文は、

様々な点で新しい提案を含む精緻な理論を構築している。 

 よって、本調査委員会は、本博士論文の提出者が、博士（文学）の学位を授与されるに十分であ

ることを認める。 


